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N H 0 K U M A M O T 0 MEDICAL  C E N T E R 

くまぴよ

［特集］

平成 30年度第 2回

開放型病院連絡会

基本理念

最新の知識 ・医療技術と礼節をもって、

運営方針
良質で安全な医療を目指します。

I.良質で安全な医療の提供
2.政策医療の推進

3.医療連携と救急医療の推進

4，教育 ・研修 ・臨床研究の推進

5国際医療協力の推進

6健全経営

evorcE 
・くまぴょう TOPICS

．いま、何が研究されているか 医療ソーシヤルワーカー

・外来新サーピスのご案内

・研修医レポート

・研修のご案内

・研修日程表

患者様の権利

1. 良質かっ適切な医療を公平にうける権利がbります

2.ご自身の医療について理解しやすい言葉k方法で十分な説明k情報を受ける権利があります

3.病院から説明k情報を得た上で、自らの意志で治療を受け、 bるいは選択し、拒否する権利があります

4.自分の診療記録の開示を求める権利があります

5. セカンド・オピニオンを求める権利があります

6.個人としての人格の尊重とプライノミジーの保護を受ける権利がbります



　平成 30 年度第 2 回（通算 46 回）国立病院機構熊本医療センター開放型

病院連絡会を、去る 2 月 23 日（土）午後 6 時 30 分より、熊本医療センター

2 階地域医療研修センターにて開催いたしました。

　開会にあたり、髙橋院長より現状報告と日頃の病病・病診連携へのご支援

に対し感謝を申し上げました。

　続いて、開放型病院運営協議会委員長で、熊本市医師会会長の園田寛先生

からご挨拶を頂き、全体会議に移りました。

　全体会議では、中島歯科口腔外科部長より「誤嚥性肺炎の予後因子として

の不顕性誤嚥」、原田救命救急センター長より「心肺停止患者に対する水素ガス吸入療法」と題しての症例提示が行わ

れました。この後、渡邉地域医療連携室長より「地域医療連携室からのお知らせ」、菊川地域医療連携副室長より「紹

介予約センターからのお知らせ」を行い、最後に熊本市歯科医師会会長の宮本格尚先生からご挨拶を頂き、全体会議

を終了いたしました。

　続いて、熊本市医師会理事の家村昭日朗先生に座長の労をおとり頂き、厚生労働省医政局医療経営支援課長の樋口

浩久先生による特別講演「明日の医療の動向について」が行われました。

　ご参加いただいた皆さまにおかれましては、お忙しいところ誠に有り難うございました。この会が、登録医療機関

様と当院との連携を一層深め、地域医療を益々発展させる機会となれば幸いです。

（庶務班長　毛利安則）

平成 30 年度第 2 回（通算 46 回）
開放型病院連絡会が開催されました

髙橋 毅院長の挨拶 熊本市医師会会長
園田　寛先生

熊本市歯科医師会会長
宮本格尚先生

厚生労働省医政局医療経営支援課長
樋口浩久先生
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地域医療連携室直通電話　096 －353 － 6693
　　　　　　　　　　　　月～金 （祝日を除く） AM 8：30 ～ PM 17：00

　先生方には日頃より患者様の御紹介を頂きありがとうございます。 
　当院は、 地域医療連携室へのお電話が繋がりにくいとのご指摘を受け、 直通電話を設置致しております。 
　この直通電話は、 関係医療機関の皆様から頂くお電話のみ をお受け致します。 患者様からの直接のご相談は、 代表電話を通じ
て承る予定です。 
　医療機関の皆様のための直通電話になります。 ホームページ等では公表いたしておりませんので、 ご了承下さい。今後ともよろし
くお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  地域医療連携室長　渡邉健次郎

地域医療連携室直通電話をご利用下さい

◆貴院のアピールをお願いします
　平成最後の年、12 月 1 日に田中内科クリニックを開
院しました。医療現場でたたきあげられてきた内科医と
して広く疾患に対応しています。救急医療としての処置
やプライマリ・ケアとしてのゲートキーパーをしますが、
呼吸器系と消化器系は専門的機能を持って診療します。
12 月には肺炎の方々も受診されましたし、低酸素状態
の方は救急車に同乗して救急病院に搬送もしました。腹
痛の方々には胃カメラで胃潰瘍や十二指腸潰瘍の診断と
治療が出来ました。またウイルス性肝炎の方々は国立病
院と連携治療を継続しています。
　これからも熊本医療センターなど市内の基幹病院と
病診連携をとり後方支援を努めます。また在宅支援診
療所ですので NPO 熊本ドクターネットの一員として診
診連携もしていますし、認知症サポーター医として近隣
の方々の相談にのり地域に貢献しています。

◆先生の趣味・お勧めスポットを教えて下さい
　スポーツや音楽、演劇は録画ではなくライブ（中継）
を重視しています。華やかな場面や盛り上がる場面だけ
でなく、ミスしたり混沌としたことろから変化が生まれ
る瞬間に感動するようです。人吉市では有床診療所の院

長を 10 年近くしましたが、桜が咲く頃の大畑駅（おこ
ばえき）の風景が好きです。

◆当院へのご要望をお聞かせ下さい
　開放型病院の登録医になり 6 年経ちました。断らな
い医療を継続されるスタッフの方々の大変さと献身的な
シーンを何度も見てきました。感謝しかありません。こ
の 6 年間で病院内の雰囲気も連携室も変わりました。
どの時間帯に訪問しても連携室では入院患者の状況を
的確に説明され、病棟では担当看護師からも担当医も
病状を説明されます。その場で退院のタイミングや転院
後の流れが相談できます。開業医との連携をとても大切
にされていると感じます。スタッフの方々が疲弊しない
ように願うばかりです。

田中内科クリニック 
院長 田中 英一郎

【診療科目】
　内科、呼吸器内科、消化器内科

【診療時間】
　平日　午前 9：00 ～ 13：00　午後 14：30 ～ 18：30
　土曜　午前 9：00 ～ 13：00　午後 14：00 ～ 16：30

【休診日】
　日曜日、祝日

【住所】
　〒 861-8043 熊本市東区戸島西 3 丁目 2-35

【TEL】
　096 －388 －1122
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(1月28・31日）

幸E事

平成30年度

医療安全相互チェックを実施して

’ー
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医療安全地域連携を目的に国立病院機構菊池病院と医療安

全相Eチェックを行いました。1月28日（月）に当院が菊

池病院を訪問し、1月31日（木）には当院の7南病棟、薬剤部、

検査科、リハビリテーション科をチェックしていただきま

した。精神科の離院防止対策に関する助言等もいただき、

互いに課題や参考にできる取り組みを見いだせ、大変有意

義な時間となりました。今後更なる医療安全の質向上ヘ繋

げて行きたいと思います。 ／五五＼

医療安全管理係長 ／ 二ょ署

堂園千代子l、マJ i
c同伽陶制。'vrグ

~ r二の丸外傷セミナー』開催

当院で8回目となる

＝の丸外傷セミナーが

開催され ま した。

午前中は座学を中心に

講義をしていただき、

午後からは模型を

使って様々な設定の

症例に対し primary

surv旬、 secondarysurveyを進めていくという実践練習が

行われました。外傷に対する診療の進め方や着目する部分

を学べ、とても有意義な時間となりました。今回学んだと

とを今後の診療に生かしながら、スキルを上達させていき

たいと思います。講師の先生方、今回は貴重なお時聞を劃

いてご指導いただきありがとうございました。研修医 1年

目を代表してお礼申し上げさせていただきます。

臨床研修医l年次 I!r',,,a 
小野明日香l ~,{ ) 
A.I-Ukル<9YW-＂＇川 ／
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熊本中央警察署より感謝状が贈られました
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当院の使命である「救急

救命医療」の活動が熊本

中央警察署で認められ、

1月28日（月）熊本中央

警察署長から感謝状が

贈られました。本感謝状

は、当院が長年にEる警
察活動の重要性を理解

し、犯罪捜査全般の支援

施設として捜査に協力を

行ったととに対するもの

です。当院の職員一人ひ

とりの心に根ざしている

「24時間365日断らない

救急医療」の成果が、乙のように行政から認められた乙と

は大変励みになります。

事務部長

植松裕

子iwwルUe-t1Utねル

@!ID 開催

熊本大学大学院生命科学研究部眼科学分野教授

井上俊洋（いのうえとしひろ）先生

熊本大学医学部付属病院眼科
井上俊洋先生砂

学分野教授・井上俊洋先生に

よる教授就任記念講演が当院研修センターホールにて行わ

れました。「緑内障診療の現状と、熊大病院眼科医局の紹介」

と題して、緑内障の基本や、これまで井上先生が取り組ま

れてきた緑内障の臨床と研究の内容、新任の教授として医

局運営への意気込みゃ目標についてお話し下さいました。

フロアからは自覚症状のない緑内障への対応やリスクファ

クターに関する質問がありました。

眼科医長 ／ Aヨ
柴木大輔 ド ごf } 

Vet必≪ke,f泳4ン＂＇－ ft / 

『特別講演』第100回
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自主
病院増改修
整備工事齢
NEWS!!! 

工事再開しました

先月から再開した病院指改修整備工事は、さっそくコンクリートの

打設工事ち始まりました。

駐車場の利用制限に加え、工事用大型車両の通行など皆さま方へは

ご不便をおかけして申し訳ありませんが、引き続き、ご理解とご協力

を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

［今後のスケラユ－Jl,:y;定 増築棟新築工事；Step3 ~1JZJ,x 32 ii= 1月 ： 
※スケジュールは、今後の工事進捗状況に
よって変更する場合があります。 外来棟改修工事 Step4 平成32年2月～平成32年11月

企画課 業務班長

安醸隆幸
TCU<CtグukiiA仇do-



　当院は熊本県内の総合病院において精神科病床（50 床）
を有する唯一の救急医療機関であり、多くの精神科関連の
救急患者を受け入れているという特色を持っています。ま
た、熊本県・熊本市より「身体合併症救急医療確保事業」
を受託しており平日夜間および休日の患者受け入れを積極
的に行っています。今回はこの事業から見られる患者概況・
特徴と熊本医療センター精神科における患者支援の取り組
みについてご紹介したいと思います。

< 熊本県身体合併症救急医療確保事業から見る概要 >

　◎年間件数：約 1950 件（月平均：約 161 件）
　◎時間帯：平日夜間：17：00 ～翌 9：00、
　　　　　　祝  休  日：24 時間
　◎特徴
　・紹介なしの患者が半数以上
　 ・50 代以上が 7 割
　・身体疾患：心疾患、肺疾患、消化器疾患、外傷、
　　自傷など多岐にわたる
　・精神疾患：認知症が 3 割 その他 統合失調症や
　　うつ病、アルコール依存症などが約 5 割である
　・軽症者も含めると年間約 450 件の自傷患者受入れ
　　（日勤帯含む）
　　となっている。

　このように最近の特徴の一つとして自殺企図患者の救急
搬送が増加傾向にあり、精神科救急医療の取組みとして、

シリーズ 132回いま、何が研究されているか

平日夜間及び休日の身体合併症受入れ状況から見られる患者支援
医療ソーシャルワーカー 西迫はづき ･ 安藤秀陛 ･ 新開貴夫 ･ 三浦由江 ･ 立花律子

自殺企図後の患者支援フォロー体制を構築中です。私たち
ソーシャルワーカー（以下、ＳＷ）もケースマネージャー（以
下、ＣＭ）としての役割を担っています。ＣＭは自殺企図者
に対し、自殺企図再発防止を目的とし、生活上の課題また
は精神疾患の治療継続上の課題を確認し、助言・指導（ケー
スマネージメント）を行います。自殺念慮・自殺の危険性、
かかりつけ医療機関の受診状況、心理社会的状況・家族
状況、相談相手・相談機関の活用状況などを精神科担当医
との協働にてアセスメントを行い、治療継続の有無や新た
な社会資源の利用に向けたプランニングなど、自殺企図再
発防止に向けた継続支援を行っています。当院での自殺企
図者への支援体制としては（図 1）に示す①から④という流
れで患者支援が始まります。

　精神科医が起点として動き、危機介入、精神医学的・心
理教育を経て、精神科的治療と併せてＣＭとしての救急患
者精神科継続支援につながっていきます。救急外来搬送と
同時に患者支援介入となるケースもあります。退院後におい
ても、かかりつけ医療機関がない患者さまに対して継続支
援を行っています。「救急患者精神科継続支援料」として
診療報酬化されており、6 ヶ月間の外来継続支援を行いま
すが、今後、長期的な治療と地域支援を要する患者さまに
対しては継続的な支援につながるように地域の精神科病院
の先生方をはじめ看護師・ＳＷなど多職種の地域の皆様と
の地域連携が必須です。自殺防止支援体制の整備が課題
であるため、今後も精神科医療における地域連携とご指導・
ご鞭撻の程、よろしくお願いいたします。

自殺企図者への支援体制
（図１）

①救急部の希死念慮の確認・自殺企図の判断

　救急医が患者、家族に精神科医・ＣＭの介入の必要性を説明し了承を得てコンサルト

②精神科医の診察

③ＣＭとの連携：CM とは自殺企図後の患者支援の研修を受けた者（医師・看護師・臨床心理士・SW）

④ＣＭの初動：精神科医が起点として動き、支援内容に合わせてＣＭの専門性に合わせてつながっていく
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　当院では、診察の待ち時間を有意義にお過ごし頂く為に、お呼び出し状況が確認できるモバ
イルサービスを 2019 年 2 月 1 日より開始いたしました。ご受診の際には是非ご活用下さい。

■各社携帯電話
　・Docomo
　・au
　 ・ソフトバンク

■スマートフォン
　・iPhone
　 ・アンドロイド
※一部対応不可の機種がございます。

携帯電話やスマートフォンで
診察のお呼び出し状況 が確認できるサービスを始めました

対象となる機器

ご利用方法

　こんにちは。国立病院機構熊本医療センター研修

医一年目の松岡隼平と申します。

　早いもので研修が始まってから一年が経とうとして

います。一年弱の研修を経て、まだまだ自分の力不足

を痛感する毎日で、周りの同期や先輩、指導医の先

生方に支えられてなんとか医療に従事することができ

ていると感じております。

　これまで 6個の科を回らせていただきましたが、そ

の中で思ったこの病院の研修の特徴は、なんといって

もその症例数の多さ、緊急疾患の多さです。この一

年で、回った科のメジャーな緊急疾患は一通り見るこ

とができたと思います。また救急外来に来た患者様

の初期対応は研修期間を通してずっと学ぶことができ

ます。そのほかにも様々な手技や、多職種での連携

を通じた病棟業務を目の当たりにし実際に参加する事

で、身をもって医療がどのようにして成り立っているの

かを実感しました。しかしやはり、診断や治療法だけ

ではなく、患者様を中心として医療は行われるという

当たり前のことを当たり前にできることの大切さを実

感できたということが、自分の中で一番の学びだと感

じています。この病院では毎日非常に多くの患者様と

接する機会がありますが、医師のみならず全ての職員

がしっかりとその精神に基づいて患者様に医療を提供

しているということを日々肌で感じながら研修をさせ

ていただいています。まだまだご迷惑をおかけするこ

とばかりだとは思いますが、残りの研修生活も最大限

の学びを得られるよう一生懸命に研鑽を積んで参りた

いと思います。

臨床研修医

松岡 隼平

受付票やスケジュール票の QR
コードを読み取り、受付番号を
入力すると診察の呼び出し状況
が分かります。

※患者さまだけでなく、送迎するご家族も自宅で確認できます。
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　こんにちは。研修医１年目の森脇健次と申します。

　熊本大学を卒業し、昨年の４月から熊本医療センターで

初期臨床研修医として勤務させて頂いております。私は生

まれも育ちも熊本で、この地で地域の皆様のために少し

でも貢献できていることを嬉しく思い、日々の診療に尽力

しています。

　私の研修は循環器内科から始まりました。循環器内科

では、一分一秒を争いながら的確な問診を行い、心電図、

エコーを駆使して診断を確定していくというプロセスを学

ばせて頂きました。患者さんが死ぬか生きるかの瀬戸際

を乗り越え、元気に退院していく姿に大きな達成感を感

じました。

　救急外来では、研修医が初診にあたり、緊急性の高い

患者さんかどうかを見分け、どのような検査や治療を選

択すべきか考える機会を多く経験できました。まだまだ

上級医の先生方のようにいきませんが、日々の救急外来

の当直で精一杯頑張っています。

　初めまして。歯科口腔外科研修医の宮本悠基と申しま

す。

　私は、大学入学時は、開業医として働きたいと考えてい

ました。いわゆる「町の歯医者さん」と言われるものにな

りたいと考えておりました。現在研修させていただいてい

る、病院歯科とは全く違った将来を描いていました。

　しかし、いざ進路を決める時期になり、どうしても自

分の心のどこかで、引っかかるものがありました。それは、

「口の中しか診れない歯科医師になっていいのか。」とい

う考えが、自分の心にあったことです。どんな患者さんを

目の前にしても堂々と診療が出来る歯科医師になりたいと

いうのが、私の目標の１つでありました。なので、最初は

口腔外科で学びたい、という決断に至りました。

　消化器内科では、腹部エコーの技術を身に着けるとと

もに、胆道ドレナージやイレウス管挿入、ESD などの処置

に入らせて頂きました。多くの患者さんが短い期間で入れ

替わる科ではありましたが、先生方がその一人ひとりを治

すために多大な努力をされていると知り、感銘を受けまし

た。

　腎臓内科ではシャント作成や経皮的血管形成術の手伝

いをさせてもらうとともに、電解質の管理や、体液の考え

方などを学ぶことができました。患者さんの評価から治

療方針まで任せて頂くことが多く、自分の力になる大変

有意義な研修でした。

　外科では毎日様々な手術に入らせて頂きました。手術

前に、手術に踏み切った理由や知っておくべき解剖のポイ

ントを丁寧に教えて頂き、大変勉強になりました。どんな

状況でも緊急手術が必要な患者さんがいればすぐさま集

まり、全力で治療にあたる姿に医師としての在り方を感じ

ました。

　現在は血液内科で研修させて頂いており、急性白血病

と診断された患者さんが亡くなってもおかしくない治療を

乗り越えていく姿に勇気をもらっています。それと同時に、

もっと勉強しなくてはならないことを痛感している毎日で

す。また、先生方の日々の診療の中に学ぶべき点が多く

あり、とても充実した研修を送ることができています。

　もうすぐ１年が経とうとしておりますが、まだまだ未熟

で、様々な面でご迷惑をおかけすることがあると思います。

しかし精一杯日々の診療に尽力して参りますので、今後も

御指導・御鞭撻の程を宜しくお願い致します。

　いくつかの施設を見学させていただき、自分が一番成

長できると感じたのが、熊本医療センターでの研修でした。

そして、念願叶いこの病院で研修生活を始めることが出

来ました。

　歯科口腔外科では、一般の歯科医院ではほとんど遭遇

することのない疾患を日々診ております。学生の時までに

学んだ知識だけでは、とても太刀打ちできない場面が多

く、日々自分の不甲斐無さを感じております。それと同時

に学べることが沢山あり、少しずつ成長を感じることが

出来ております。

　研修が始まって間もなく1年を迎えようとしています。

まだまだ未熟な点ばかりですが、沢山の病院スタッフさん

のおかげで、充実した研修生活を送らせていただいており

ます。熊本医療センターで研修生活を送ることができて、

本当に良かったと感じております。

　研修期間も残り僅かですが、ここで研修出来ている事

への感謝の気持ちを忘れずに、立派な歯科医師を目指す

べく、日々精進していく所存です。至らない点も多い私で

すが、ご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し

上げます。

臨床研修医

森脇 健次

歯科臨床研修医

　宮本 悠基
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